
平成28年７月有松の町並みは
重要伝統的建造物群保存地区に選定されました

重伝建選定記念祝賀行事協賛金協力者

重伝建選定記念特別号

重要伝統的建造物群保存地区とは？
　文化財保護法に規定されている、市町村が指定した「伝統的建造物群保存地区」
のうち、特に価値が高いものとして国が選定したもの。有松は、東海道沿いの 
7.3 ヘクタールが「染

せん

織
しょく

町
まち

」として選定されました。

ご協力ありがとうございました（順不同・敬称略）
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～町並みはみんなのもの～
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短   歌短   歌

開
村
四
百
年
を
過
ぎ
今
も
立
派
に
町

の
歴
史
文
化
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
町

「
有
松
」。

此
の
度
七
月
二
十
五
日
文
部
科
学
省

よ
り
重
伝
建
の
選
定
を
戴
く
事
が
出
来

ま
し
た
。
十
月
二
日
に
は
有
松
小
学
校

体
育
館
に
於
い
て
、
名
古
屋
市
主
催
の

記
念
式
典
が
執
り
行
わ
れ
、
河
村
た
か

し
市
長
始
め
三
百
人
余
り
の
人
々
の
参

加
に
よ
り
盛
大
に
式
典
を
終
え
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

「
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
」
は
約

四
十
年
前
か
ら
我
々
の
悲
願
で
あ
っ
た

選
定
を
待
ち
続
け
て
参
り
ま
し
た
。
五

年
程
前
か
ら
行
政
と
共
に
重
伝
建
選
定

推
進
体
制
を
作
り
、
会
議
に
会
議
を
重

ね
今
日
ま
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
し
た
。

御
蔭
で
一
里
塚
の
再
現
、
電
線
の
地
中

化
、
一
方
通
行
が
全
て
完
成
。

そ
し
て
重
伝
建
の
選
定
を
受
け
、

観
光
客
の
皆
様
に
ゆ
っ
く
り
町

の
景
観
を
楽
し
ん
で
戴
け
る
様

に
な
っ
て
参
り
ま
し
た
。

有
松
は
、
固
有
の
歴
史
と
文

化
が
社
会
的
条
件
の
中
で
何
代

に
も
亘
っ
て
の
営
み
が
町
を
つ

く
り
、
そ
の
蓄
積
と
洗
練
を
重

ね
て
今
日
ま
で
受
け
継
が
れ
て

来
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
地
域

の
美
し
い
印
と
し
て
か
け
が
え

の
な
い
財
産
で
す
。
こ
の
度
の

重
伝
建
選
定
に
よ
っ
て
町
全
体

が
文
化
財
と
な
り
、
今
迄
の
様

に
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
今
後
は
保
護

し
て
い
く
も
の
で
、
再
生
活
用
し
て
い

く
事
が
大
切
な
の
で
す
。
こ
れ
が
新
し

い
町
づ
く
り
で
あ
り
、
そ
の
中
で
住
民

が
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
で

な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

町
並
み
保
存
は
そ
の
地
域
に
根
ざ
し

た
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
町
づ
く
り
で
す
。

施
策
を
し
て
町
並
み
保
存
は
選
択
さ
れ

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
重
伝
建
選

定
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト
が
範
囲
を
広
げ

て
、
異
な
る
メ
ン
バ
ー
が
重
伝
建
と
い

う
共
通
の
目
的
に
対
し
て
相
互
理
解
の

も
と
「
知
恵
を
出
し
合
い
」「
力
を
合

わ
せ
」
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て
行
く
喜

び
こ
そ
大
切
な
も
の
と
な
る
の
で
す
。

我
々
は
先
代
の
皆
様
方
の
努
力
と
協

力
に
よ
っ
て
町
並
み
が
少
し
で
も
残
る

様
に
と
「
有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
」
お

よ
び
「
全
国
町
並
み
保
存
連
盟
」
を
発

足
さ
せ
、
そ
れ
が
現
在
大
き
な
花
を
開

い
て
来
た
の
で
す
。
そ
の
陰
で
、
有
松

の
町
並
み
保
存
の
リ
ー
ド
オ
フ
マ
ン
と

し
て
町
の
人
を
説
得
し
続
け
て
こ
ら
れ

た
、
当
時
朝
日
新
聞
の
記
者
で
あ
っ
た
、

今
は
亡
き
石
川
忠
臣
様
に
改
め
て
深
く

感
謝
致
す
次
第
で
す
。
故
人
と
な
ら
れ

た
石
川
様
も
大
層
喜
ん
で
居
ら
れ
る
事

と
信
じ
て
居
り
ま
す
。
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東
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道
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整
備
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ま
る
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徳
川
家
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江
戸
幕
府
を
開
く
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13	

有
松
の
誕
生
（
尾
張
藩
が
桶
狭
間

	
	

の
支
郷
と
し
て
、
免
税
の
特
権
を

	
	

つ
け
開
拓
者
募
集
の
お
触
書
を
出

	
	

す
。
最
初
の
入
植
者
は
阿
久
比
の

	
	

庄
か
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の
8
名
）

1
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15	

名
古
屋
城
築
城
始
ま
る
。そ
の
折
、

	
	

豊
後
の
絞
り
を
習
う
。

	
	

有
松
絞
り
の
始
ま
り

1
6
7
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延
宝
3	

山
車
「
布
袋
車
」
名
古
屋
の
若
宮

	
	

八
幡
宮
の
祭
礼
に
登
場

	
	

（
明
治
24
年
に
有
松
へ
）

1
7
5
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宝
暦
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祇
園
寺
建
立

1
7
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天
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元	

絞
り
の
独
占
権
を
獲
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こ
り
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村
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建
立

1
8
3
0
頃	

天
保
元	

山
車
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唐
子
車
」
内
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・

	
	

前
野
小
平
治
が
建
造

	
	

（
明
治
8
年
に
有
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1
8
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有
松
絞
り
の
独
占
権
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滅

1
8
7
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「
神
功
皇
后
車
」
有
松
に
て
建
造
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8
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有
松
小
学
校
創
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（
知
多
郡
第
19

	
	

番
小
学
有
明
学
校
）

1
9
1
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大
正
6	

愛
知
電
気
鉄
道
（
現
名
鉄
）
有
松

	
	

線
が
開
通

1
9
4
7	

昭
和
22	

有
松
中
学
校
創
立

1
9
6
4	

　
　

39	

服
部
家
住
宅
（
井
桁
屋
）
愛
知
県

	
	

指
定
文
化
財
に

	
	

有
松
、
名
古
屋
市
に
合
併

1
9
6
9	

　
　

44	

石
川
忠
臣
氏
（
朝
日
新
聞
記
者
）

	
	

有
松
を
訪
れ
、
有
松
町
保
存
会
準

	
	

備
会
発
足

1
9
7
3	

　
　

48	

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
発
足

	
	

「
布
袋
車
」「
唐
子
車
」「
神
功
皇

	
	

后
車
」
名
古
屋
市
指
定
文
化
財
に

1
9
7
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49	

有
松
・
妻
籠
・
今
井
町
の
3
地
区

	
	

で
「
町
並
み
保
存
連
盟
」
結
成

藍
の
香
の
そ
こ
は
か
と
な
く
漂
え
る

重
き
史
を
継
ぐ
家
並
の
つ
づ
く

時
を
経
て
栄
え
あ
る
今
日
を
迎
え
た
り

町
並
絞
り
古
き
戦い

く
さ
ば場

天
明
の
大
火
の
あ
と
の
町
並
を

鬼お

瓦に

が
四
方
に
睨
み
き
か
せ
る

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会 

参
与

中
部
短
歌
会 

同
人
　
　
　

切り絵「有松の町並み（井桁屋）」	　豊田信行

重伝建選定を祝った行事の数々重伝建選定を祝った行事の数々
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建
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建
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定
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業
を
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て

重
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建
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定
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事
業
を
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え
て

有
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く
り
の
会
会
長
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　部

　
　豊

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
会
長

　服

　部

　
　豊

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
会
長

　服

　部

　
　豊

有
松
の
あ
ゆ
み
・
重
伝
建
ま
で
の
道
の
り

平成 28 年 10 月１日 祝賀夜祭り　於  祇園寺

10 月２日 重伝建選定記念シンポジウム　於  有松小学校体育館

11月12日・13日 晩秋の有松を楽しむ会、文化財のライトアップ

11 月 19 日 記念植樹祭　於  有松公園

提灯で有松東海道を明るく

シンポジウムのオープニングセレモニーとして
有松小学校の児童が全員で歌ってくれました

「有松」みんなの故
ふるさと

郷
作詞　石井　亨

１．歴史の街の　優しい仲間
　　今日も笑顔で歩く　街並み
　　心と夢で築き上げられた
　　時代の商家は　街の人の誇り
　　輝け「有松」　みんなの故郷

２．匠の街の　明るい仲間
　　今日も明日に　望み溢れる
　　心と技で染め上げられた
　　伝統の絞りは　街の人の誇り
　　羽ばたけ「有松」　みんなの故郷

３．文化の街の　元気な仲間
　　今日は待ちわびた　祭りの時
　　心の絆で街じゅうを巡る
　　時を伝える山車は　街の人の誇り
　　集えよ「有松」　みんなの故郷

山
田
　
峯
夫

四季をイメージした４色（桜・浅葱・藍・白）の絞りカバー

名古屋市をはじめ多くの方々のご協力により祝賀行事が実施されました
ことを感謝申し上げます。　　　　　　重伝建選定祝賀行事実行委員会

日本舞踊 尾張万歳 西町囃子込み 一人語りと演奏
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1
9
7
5	
　
　

50	

奈
良
井
・
富
田
林
地
区
が
加
入
し

	
	

「
全
国
町
並
み
保
存
連
盟
」
に
改
称

	
	

文
化
財
保
護
法
に
て
伝
建
制
度
誕
生

	
	

「
有
松
町
並
み
調
査
報
告
」
発
刊

	
	

有
松
鳴
海
絞
が
伝
統
的
工
芸
品
指
定

1
9
7
6	

　
　

51	
妻
籠
な
ど
9
地
区
が
最
初
の
重
伝

	
	

建
選
定

1
9
7
8	

　
　

53	

第
1
回
全
国
町
並
み
ゼ
ミ

	
	

（
於 

有
松
・
足
助
）
開
催

1
9
8
0	

　
　

55	

「
名
古
屋
市
伝
統
的
町
並
保
全
調

	
	

査
」
発
刊

1
9
8
4	

　
　

59	

名
古
屋
市
町
並
み
保
存
地
区
第
一

	
	

号
に
指
定

	
	

有
松
・
鳴
海
絞
会
館
完
成

1
9
8
7	

　
　

62	

服
部
幸
平
家
倉
・
愛
知
県
指
定
文

	
	

化
財
、
岡
家
住
宅
・
名
古
屋
市
指

	
	

定
文
化
財
に

1
9
8
8	

　
　

63	

有
松
山
車
会
館
完
成

1
9
9
2	

平
成
4	

小
塚
家
住
宅
、
名
古
屋
市
指
定
文

	
	

化
財
に

	
	

第
1
回
国
際
絞
り
会
議
開
催

	
	

（
於 

名
古
屋
・
有
松
）

1
9
9
5　

	　
　

7	

竹
田
家
住
宅
、
名
古
屋
市
指
定
文

	
	

化
財
に

1
9
9
6	

　
　

8	

有
松
ま
ち
づ
く
り
の
会
及
び
有
松

	
	

の
町
並
み
に
都
市
景
観
特
別
賞

2
0
0
0	

　
　

12	

重
伝
建
実
行
委
員
会
が
発
足

2
0
0
1	

　
　

13	

「
選
定
同
意
書
」
を
名
古
屋
市
に

	
	

提
出
し
た
が
不
成
立

2
0
0
6	

　
　

18	

有
松
東
海
道
無
電
柱
化
の
会
発
足

2
0
0
8	

　
　

20	

中
濱
家
住
宅
、
登
録
文
化
財
に

2
0
0
9	

　
　

21	

棚
橋
家
住
宅
、
登
録
文
化
財
に

2
0
1
0	

　
　

22	

伝
建・
重
伝
建
推
進
委
員
会
が
発
足

2
0
1
2
~
1
3	

町
家
の
実
測
調
査
（
約
40
軒
）

2
0
1
3	

　
　

25	

無
電
柱
化
工
事
・
電
線
地
中
化
事

	
	

業
完
成

2
0
1
6
/
2　

28	

名
古
屋
市
、
有
松
を
伝
統
的
建
造

	
	

物
群
保
存
地
区
に
指
定

2
0
1
6
/
7	

国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

	
	

地
区
に
選
定

2
0
1
7
/

11　

29	

全
国
町
並
み
ゼ
ミ
名
古
屋
有
松
大

	
	

会
開
催
（
予
定
）

申
し
上
げ
ま
す
。

有
松
に
は
、
世
界
に
誇
る
べ
き
「
４
つ

の
宝
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
東
海

道
沿
い
の
歴
史
的
な
町
並
み
、
4
0
0

年
前
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
産

業
の
有
松
絞
り
、
江
戸
期
か
ら
明
治
期

に
制
作
さ
れ
た
市
指
定
文
化
財
の
３
輌

の
山
車
、
そ
し
て
織
田
信
長
の
大
逆
転

劇
の
舞
台
と
な
っ
た
桶
狭
間
古
戦
場
で

す
。
こ
れ
ら
４
つ
の
宝
を
名
古
屋
の
誇

り
と
し
て
、
守
り
、
活
用
し
て
未
来
に

つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

今
後
も
、
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
て

町
並
み
の
保
存
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

重
伝
建
選
定
を
契
機
に
、本
物
の
歴
史
・

文
化
が
受
け
継
が
れ
て
い
る
有
松
の
魅

力
を
さ
ら
に
高
め
、
広
く
発
信
し
、
ま

ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
有
松　

み
ん
な
で
盛
り
上
げ
て
い

こ
み
ゃ
あ
！
」
を
合
言
葉
に
、
幅
広
い

市
民
の
皆
様
に
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
の
貴
会
の
ご
活
躍
と
有
松
の
一

層
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

築
年
代
な
ど
が
明
ら
か
に
な
り
、
有
松

の
町
並
み
が
全
国
的
に
見
て
も
価
値
が

高
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
地
域
の
皆
様
と
話
し
合
い
を
重
ね

な
が
ら
、
本
市
が
平
成
28
年
２
月
に
有

松
の
東
海
道
沿
い
の
町
並
み
を
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
指
定
し
、
そ
の

後
、
国
か
ら
重
伝
建
と
し
て
選
定
が
な

さ
れ
た
も
の
で
す
。

大
都
市
名
古
屋
に
こ
れ
ほ
ど
の
町
並

み
が
残
り
、
こ
の
た
び
の
重
伝
建
の
選

定
に
至
っ
た
の
は
、
何
世
代
に

も
わ
た
り
町
並
み
を
継
承
し
て

こ
ら
れ
た
有
松
の
ま
ち
の
皆
様

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
40
年
前

か
ら
町
並
み
保
存
に
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
有
松
ま
ち
づ
く
り

の
会
の
方
々
の
ご
尽
力
の
賜
物

で
す
。
こ
こ
に
謹
ん
で
感
謝
を

こ
の
た
び
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
（
以
下
、
重
伝
建
）
の
選
定
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
江
戸

時
代
の
東
海
道
沿
い
の
風
情
が
残
る
有

松
の
町
並
み
が
、
重
伝
建
に
選
定
さ
れ

た
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

名
古
屋
市
で
は
地
域
の
皆
様
と
と
も

に
、
平
成
24
年
度
か
ら
、
有
松
町
並
み

保
存
地
区
の
見
直
し
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
２
か
年
に
わ
た
る
実
測
調
査

で
は
、
ま
ち
の
成
り
立
ち
や
町
家
の
建

いつもの風景
六鹿　将希

（東町山車係　大学２年）

私は通学などで家から有松駅へと向かうとき、いつ
も同じ道を、同じ風景を見ながら向かう。いい加減見
飽きてしまうような風景かもしれないが、最近はこの伝
統ある有松の町並みの大切さを実感させられることが
多い。というのも、大学に進学して生活の行動範囲が
広まったからだ。名古屋を離れて東へ西へ様々な土地
を歩くことが多くなったが、この有松のように伝統と調
和のとれた風景に出会ったことはいまだない。友人が
有松に来ると、皆が口をそろえて「良い町並みだね」
と言ってくれる。そんな有松が今回は重伝建に選定さ

れたということもあり、私はよ
り一層この町に誇りを持ち、愛
着を深めることになった。この
風景が、多くの人に愛され、い
つまでも存続されていくよう切
に願う。その為には、もっともっ
と多くの人に有松を知ってもら
うことが必要だ。ぜひ SNS を活
用した有松の PR を提案したい。

統一感のある町並みづくり
竹田　嘉兵衛

（有松まちづくりの会　副会長）

今、有松では、重伝建の祝賀イベントも本年の大晦
日の夜に予定されている提灯によって町並みを明るく
することと、往く年来る年を祝う提灯行列をすること
を残すのみになりました。
美しい町並みをつくるには建築のスタイル、建物の
高さ、色彩等に統一感がある事が必要であることは、
日本でも世界の例を見ても明らかです。
今回 100 枚ののれんと 300 個の提灯をつくったの
で、それを利用して江戸時代をモデルとした町並みを
つくってみたいものです。
さらに来年にでも町中の吊り下げ看板を厚手の木を
使い、大きさをほぼ同じにして町の景観にさらな

る江戸時代的な統一感を創出することを提案
したいと思います。

重伝建選定後の有松へ
　梶野　幸男

（有松桶狭間観光振興協議会　会長）

重要伝統的建造物群保存地区に選定されたことは喜
ばしいことですが、有松の伝統産業や文化及び町並み
を後世に伝える責任と義務を同時に背負ったことにな
ります。これらは、所有者とか一部の人に課すること
でなく、地域全体が共通認識をもって果たすべきこと
だと思います。

そのためには、この町の良さ、価値を知って自身の
住む町を誇りに思ってもらうことです。そうすれば保
存・伝承の必要性も理解でき、さらに魅力を高めるた
めの知恵も生まれてくるものです。

この有松を理解してもらうには、町を外側からも内
側からも見られるようにすべきであり、そのため
にまずは町家の開放を提言します。

書物の中の町並み
河村　瑛子

（京都大学大学院　文学研究科　助教）

有松の町並みを永く残すために、真っ先に着手すべ
きは、詳細な「有松史」の編纂です。

現在、有松の歴史については概説的な書物が備わる
のみで、町の沿革はおぼろげにしか把握できません。
このことは、長期的な視点で考えたとき、有松の歴史
のよりどころが、実はきわめて脆弱であることを意味
しています。今後、社会や価値観の変容、災害などの
困難に直面した際、この問題は一層の深刻さを伴って
浮かび上がってくるはずです。

古文献に現れる有松の記事を収集・整理し、かつて
の有松の姿をつぶさに知ること、そして、そうした文
献上の根拠に基づいて「有松史」を記すこと――かか
る営みは、町並みを守り続けるための理論的な支柱と
なります。質量を持たない文字情報は、物と違って滅
びにくく、半ば永続的なものであるからです。

過去を疎かにする町に発展は望めません。まずは往
古に正面から対峙し、たしかな礎を築くことが肝要な
のではないでしょうか。

「
有
松

　み
ん
な
で

     

盛
り
上
げ
て
い
こ
み
ゃ
あ
！
」

「
有
松

　み
ん
な
で

     

盛
り
上
げ
て
い
こ
み
ゃ
あ
！
」

「
有
松

　み
ん
な
で

     

盛
り
上
げ
て
い
こ
み
ゃ
あ
！
」

名
古
屋
市
長

　河
村 

た
か
し

名
古
屋
市
長

　河
村 

た
か
し

名
古
屋
市
長

　河
村 

た
か
し

私の
提言
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町
並
み
が
文
化
財

　

有
松
は
、
慶
長
13
年
（
1
6
0
8
年
）
に

尾
張
藩
の
移
住
奨
励
に
よ
り
開
か
れ
、
間
も

な
く
考
案
さ
れ
た
絞
り
染
め
に
よ
っ
て
江
戸

時
代
を
通
じ
て
発
展
し
ま
し
た
。

　

集
落
の
成
立
か
ら
現
在
ま
で
一
つ
の
産
業

（
絞
り
）
を
継
続
し
、
絞
商
の
豪
壮
な
町
家

と
絞
り
に
関
わ
る
諸
職
の
町
家
が
建
ち
並
ぶ

特
色
あ
る
歴
史
的
風
致
を
よ
く
伝
え
る
町
並

み
は
、
我
が
国
に
と
っ
て
価
値
が
高
い
、
と

評
価
さ
れ
重
伝
建
の
選
定
と
な
り
ま
し
た
。

　

有
松
の
町
並
み
の
中
で
、
町
家
の
主
屋
や

土
蔵
等
の
建
築
物

108
件
、
石
積
や
石
造
物
15

件
を
伝
統
的
建
造
物
と
し
て
、
水
路
や
樹
木

等
７
件
を
環
境
物
件
と
し
て
特
定
し
て
い
ま

す
。

　

町
家
だ
け
で
な
く
東
海
道
に
連
な
る
「
有

松
の
町
並
み
」
が
文
化
財
に
な
っ
た
の
で
す
。

イオンタウン有松

有松の繁栄を伝えるからくり人形を乗せた豪華な山車３輌。平成 26 年、この山車だけでなく「有松の山車まつり」全体が名古屋
市の無形文化財になりました。（山車まつりは毎年 10 月第一日曜日に開催されます。東海道での山車曳きにはどなたも参加できます。）

A B

C

E

D

F

G
I

J

K
L H M

神功皇后車（西町）

文 化 財 の 山 車 ま つ り

🅛 祇園寺の石段

🅚 燈  籠

🅙 小塚家

🅘 岡  家 🅗 石  積 🅖 竹田家 🅕 中濱家 🅔 棚橋家 🅒 竹林と竹田庄九郎碑

🅑 服部幸平家倉

🅐 服部家（井桁屋）

🅓 クロガネモチ

唐子車（中町） 布袋車（東町）

🅜 中川橋の石碑


